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NEC SDNコンサルティングサービス

次世代ネットワーク構想立案を支援する各種メニューをラインナップ
情報システム管理者や経営者の方にSDNのメリットを見える化
今、ネットワークは、単に「コスト」として捉えるのではなく、『ビジネス成長・推進に貢献できる重要エンジン』と考えられています。
ITの進化も劇的に進んでおり、その進化の恩恵をいち早く取り込むことが成功のカギとなります。 コスト、メリット、将来性などの
観点から、IT部門・経営者の方にも納得のいく次世代ネットワーク構想の立ち上げを支援いたします。

NEC SDN Solutionsカタログ

● 戦略的にビジネス指向で立案までをサポート

ポイント！

課題とＳＤＮ適用ポイント

これからのネットワーク計画策定

「目指すべき次世代ネットワーク」を実現へ！

ネットワーク構想立案の課題

すべてをSDNにしなくても、既存製品を活かした
部分的なSDN適用で効果を発揮させるノウハウ
もあります。
これまでの多数の事例に基づいて、お客様にメ
リットのあるSDNを提案します。

スピード
データセンターSDNによる
システムスピードの向上

スピード
SDN無線LANの活用で
意思決定を迅速化

イノベーション
自社拠点、パートナー拠点と
クラウドをSDNで迅速に接続し
革新的ビジネスの早期立上げ

スピード
SDNによる

パートナー/M&A拠点の迅速接続

BCP/セキュリティ
シンプルかつ低コストな災害対策で

飛躍的な継続性向上

スピード
インターネット＋SDNによる
使い勝手のよい外部接続

イノベーション
SDNによる

製造/検査設備の連携で
革新的サプライチェーンの実現

グローバル
インターネット＋SDNによる
海外拠点の迅速接続

●ITのビジネス効果が懐疑的
●システム構築に膨大な時間とコストを要する
●先進ICTを効果的に活用できない

経営者視点での課題

●経営者や事業部門の賛同を得ることが困難
●検討を始めた途端に問題が山積する
●エンドユーザーに対するメリットを説明できない

運用管理者視点での課題

重 要
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成果達成を前提とした計画

経営戦略／中長期計画 ＩＴ戦略先進テクノロジ動向

次世代ネットワークの
「目指すべき姿」と「予想されるビジネス成果」策定

ネットワーク戦略の策定

ネットワーク戦略実行のためのロードマップ策定

メインデータセンター 災害対策用データセンター
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※SDN ： Software-Defined Networking

ユーザ・ヒアリング

事例調査

ＩＴ関連現状調査

ギャップ分析

拠点接続用
SDNネットワーク インターネット

クラウド

クラウド

災害対策用SDNネットワーク
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NEC SDNコンサルティングサービス

サービスメニュー・価格

お問い合わせは、下記へ

E-mail: inquiry@sdn.jp.nec.com
URL: http://jpn.nec.com/sdn/
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①構想立案範囲の確認

②外部環境確認

③目指すべきネットワーク基盤
   （＝次期ネットワーク基盤）の
   狙い・目標・姿図作成

④現状システム確認

⑦実施計画策定

⑧グランドデザイン作成

⑨ＲＦＰ案作成

⑤現状システムにおける問題点・
課題の確認

⑥目指すべき姿とＧＡＰを埋める
対応策の検討

対象システム・作業フロー

経営戦略／中長期戦略、先進テクノロジ動向、ＩＴ戦略から次世代ネット
ワークの目指すべき姿とＮＷ戦略を設定します。

※ヒアリング先
数、調査量等によ
り個別見積となり
ます。

お客様へのヒアリング、事例調査により、現状と目指すべき姿との
ギャップを明確にします。

• ＤＣ-ＬＡＮシステム
データセンター、サーバ室内LANシステムで、データセンターネットワーク統
合ソリューションの対象となります。

• オフィスＬＡＮシステム
本社・本部、支社・支店、研究所、工場、物流センターなどの拠点内ＬＡＮシステ
ムで、オフィスＬＡＮ最適化ソリューションの対象となります。

• ＤＣ-ＤＣ間ＷＡＮシステム（ＤＲ対応）
データセンターとデータセンター間を接続するＷＡＮシステムで、ＤＲ（災害
復旧）対策を前提とし、拠点・データセンター接続最適化ソリューションの対
象となります。

• ＤＣ-拠点間ＷＡＮシステム
データセンターと本社・本部、支社・支店、研究所、工場、物流センターなどの
拠点間を接続するＷＡＮシステムで、拠点・データセンター接続最適化ソ
リューションの対象となります。

• インターネット接続システム
データセンター等からインターネットに接続するネットワークシステムです。

• モバイル端末間ネットワークシステム
社外のタブレットＰＣやスマートフォンとデータセンター間を接続するネット
ワークシステムです。無線通信システムの活用を前提としています。

DC： Data Center
DR： Disaster Recovery

①対象システム

本サービスで対象とするシステムは、以下のシステムです。

②作業フロー

＜次世代情報ネットワーク構想立案作業フロー＞

サービスメニュー 概　要 アウトプット 価　格

（1） 目指すべき姿・ 
　   ネットワーク戦略
　   立案支援

（2） 現状確認・分析

今後実施すべき施策とステップから、ベンダに提案を求めるＲＦＰの作
成を支援します。

（4） ＲＦＰ作成支援

現状と目指すべき姿との間のギャップを埋める施策と実施ステップ案
を設定します。

目指すべき姿

現状調査結果
課題・問題点

ＲＦＰ案 個別見積

次世代化施策
ロードマップ案

（3） ロードマップ 
　   策定支援

ＤＣ-ＬＡＮ、オフィスＬＡＮ、
国内ＷＡＮ、グローバルＷＡＮ、 
インターネット接続、
モバイル端末間ネットワーク

コスト効率性、性能、信頼性、
柔軟性・拡張性、障害対応・ 
保守性、運用性、 
セキュリティ対応などを評価

Step１：現状課題への対処
Step２：あるべき姿への対応
として計画設定

業務ＡＰシステム、サーバシス 
テム、ネットワークシステム、 
端末 を確認

事業戦略、情報戦略・情報化 
方針、ＩＣＴ化方針 を確認

ＩＣＴ動向、業界内他社分析・ 
事例分析ほか を実施

（1）

（2）

（3）

（4）


